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チヨヴキリ亜科の二新属並びにその

生活史に就いて

f本邦産象鼻最類生活史の研究V)

河野康道

UEBER ・2 NEUE OATTUNOEN VON RHYNCHITLNEN 

UND IHRE LEBENSWEISEN (COL. CURO,) 

von 

HrnoM1cm KoNo 

(Mit 4 Figuren) 

著者は本報文民於て本邦産象鼻掻科 Curculioniden チョッキ 9亜科

R砂nchitinenの二新属を記載し、その生活史を越ぺ、終0に本邦産チョッキ 9
亜科各属の形態撃的直別芭産卵習性（搭笠製作法）の特長を列暴した。

本文をなすに賞。御懇切なる御指導を給はりし思師理、農皐博士松村松

年先生に謹んで深謝の意を捧げ、叉本文に引用した植物名の鑑定主快諾せら

れた農皐士舘脇操氏にも同様心より戚謝する次第である。

I. シリ7・トチョッキリ属 Ohokkiriusn. g.の記載

象鼻掻科 Curculionidaeチョッキ Y亜科Rわmclzitinaek属L、同亜科中の
ナジチヨヲキヲ麗 Rhynchztrs HERBST 芝ペクピチョッキヲ愚 DeporausSA-

MOUELLEさの中閉じ位しヤドカ 9チョッキ 9属 Paraaゆ・arausKoNO，ヒメチョ

ッキ 9麗 Rhyncht"tobiusKoNo等に最も近い。近縁の属どの形態の相異、生活

史の比較等は後章に於て精速する。

頭部は後方首般に緊経せられ、複眼は頭部雨側の前方にあり、竿球肢を

なして突出す。口吻は雄雄其の形を異にし、雌にあっては細長（少しぐ弓曲

し、基部に於ける断面は固形なるも前方rrcflJるrrc従ひ少し（扇卒且幅慶〈な
り、基部氏毛塊あり、雄にありては短かく太C、先端箆放区虞まれ基部の

毛塊は短か〈して疎な h。鯛角は十一節よ 0なれ球梓部各節の連結は疎な
。。胸背板は雌にありては長幅ほ Y等し（、側方僅かrrc園球を帯びて前方自E
[Transact. Sapi:回roNat. Hist. Soc., X, Pt. 2, 1929] 
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細まるも、雄にありでは少し〈幅庚〈、側方よ b固しO 稜吠部は小形にして

は立正方形を呈す。麹鞘は胸背板より蓬カコ/[C幅虞く、後方庚ま b別々に固く
終る、規則正しき黙妥lj列を具へ、最後及ぴその直前の勲刻列は合流せ歩、各々

末端に走るn 雄にあ bては尾節板とその直前の腹節背板の一部さを露出し、

雄氏あ bては此の二節の他に夏に他の一節の背板の一部を露出す。後肢第一
蹴節は失の二節を合したるものさ同長。各爪は先端二分す。

Genotypus : Rhynchites ( Dψoraus) Rosti SCHILSKY (1906). 

II. シリヲ..手ヨッキ •J Chokki刊を:ts1•osti ScHILSKY 

R!t nchites (Deporaus) Rost£ SCHILSKY, Kiif, Eur. XLII, 79 (r906). 

1. 種の記載

c;.体倒卵形を呈す。頭部は首肢に緊経せられたる部分を除けば幅康き

四角形を墨し、黙刻を密布す。複眼は頭部の菌性方側方にわり宇球般を呈して

突出す。口吻は胸背板より少し（長（、前方次第に扇卒Zなb先端部は箆肢
をなして蹟まる、中央に縦溝を供へ、勲弗lは側方に於て梢々密なり、基部に
軟毛を生ず。嫡角は口吻のほ Y中央雨側よ b出する。柄節は長惰固形を呈す。

第一鞭節は長楕固形にして柄節さはい同長、第二鞭節は細長（、第三及0.第

四節は幅よ h明か区長きも第二節よ hは少しぐ短かし、第五一第七の三節は
各々殆んご球形を呈ず。球梓部第一節は幅よ b少しく長〈、第二節はほ Y正

方形を曇し、第三節は第一節Z同長な b。胸背板は長幅等しい勲刻を密布

し側方園L-O 麹鞘は後方幅庚〈、勲弗j列は規則正し（、第九及び第十黙刻列

は各々濁立に後方迄走。合流せ今、各開室は少しく高まり各一列の細き黙刻

列を有し、短わき軟毛を供ふ、最後の開室は基部に近く張〈細長き凹みを有

す、尾節板及びその直前の腹節背板の一部を露出す。尾節板及び体の下面は！

勲刻を密布し、短かき軟毛を具ふ。腔節は端直なれ附節は幅庚から今、後

肢第一附節は突の二節を合したるものご殆んざ同長なり。

♀．口吻は少しく弓曲し雄よ bも細長ぐ、基部の断面は固形を曇し、杢
長に豆9？骨かにして前方少しく幅庚さも雄に於げるよりは細ぐ、基部の毛塊

は密にして長しO 鯛角は口吻の中央よりもや、後方側面より出づO 胸背板は

雄氏於げるよりも少し〈小形なり。麹鞘は後方幅康し。尾節板及びその直前

の腹節背板の外に克広他の一節の背板の一部を露出す。

色彩一体黒紫色、若しくは緑青色を帯び？とる黒色にして脚さ趨鞘は金属
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発揮を帯ぷ。軟毛は黒色なるも雄D口吻基部の毛塊は褐色を曇す。

体長－o，平： 3--5mm（口吻を除〈）。
産地ー北海道（札幌、野幌〉、本州（中藤寺）

本種は SCHILSKY氏に依bROST氏が本邦 Kokuraよb採集せる雄纏を

Rか・nckites属 Deporaus亜局の一種芭して記載せられたるものであるが私は

FAUST氏 SHARP氏Voss氏等同様 R砂nckites ~ D.φ•oraus I!を各々濁立せる

別の属さ認め、更に Y'9プトチョッキ 9は形態皐的並びに生態皐的見地よ b

濁立せる一新属を形成するものさなし、地慮にジ9プトチョッキ9属 Ckokla・

riusなる新麗に属せしめた。

2. 生 活 史

本種の形態は前述の如〈イクピチョッキ 9属 Deporaus，ヒメチョッキ9

属 Rめmckitobius ヤドカ 9 チョッキ 9 属 Parat旬。•raus 属に近いが生活史は董

ゐナジチョッキ 9属 Rkynckitestこ近く特IJr.R. (Lasior.めincht"tes)pubescens F組・

RICIUS ( = cabrfrons GYLLENHι.） (WASMAN, E.: T巾 hterwickler,1884 Iこ依る）、

R. (Involvulus) coer'ltlleus DEGEER (=cot.昨USlLLIGER) (W  ASMAN, E.：前出文献庇

依る）等のそれさよ〈似て居る。

成識は五月末よ 0六月始め頃出現し、イタヤ Acerpie如m，ベユイタヤ
Acer Mayri，ヤマ毛ミヂ Acerpalmatum，メイグ'7j1へデ Acerfaponicum，オ

ガラバナ Acerukurundense等の若葉を食害する。

雌は交尾後間もなく此等の植物の若い枝を鯛角を以て探b乍ら歩きまは
り、産卵に遁嘗なる個慮を物色し、気にλった場所を見出す芝、その遺を載
岡上下しっ、鯛角を以て検しっ、次第に歩行の範園を縮め、途民一個所に止

まる。そしてその部分の表皮に下面の一小部分を残して、横に周bっ、、口

吻の先端にあb外縁に歯肢突起を具へた大顎を以て細い輸肢の傷をつりる。
此の線を便宜上裁断線さ呼.J{c衣lこ裁断線に沿ひ究第に深〈噛み切b、逮庇
始め裁断線を設りる際Uと蔑された狭い表皮を残すのみ芭なる。従って裁断能

よb先の部分は基部さ唯此の切h残された狭It、表皮のみを以て連結されて居

b先端を下方に向りて垂れ下る（挿圃 I,3〕。

それから母車は垂れ下った部分の裁断線よりや、下方に（即ち先端部tこ

託Ir、方向に）下b更ぴ胸角を以て探りつ、載断線さの聞を数回往復しっ、産
卵に越する個所を撰揮する c そして遁嘗の場所を見出すさ其虞広口吻を以て

小孔を穿ち、その小孔よ b口吻を掃入して内部を次第に噛み蹟げ、その部分
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l二小室を造る。然し外部よ bは始めに穿たれた小孔を認め得るのみで小室の
内部を見るニとは出来ない。

小室の設りられる個所は一定して居ら令、著者の所有する揺箪の標本中

手稲山にて 1928年6月4

日広採集せる ;tガラバナ

の吉枝に浩られた揺壁で

は裁断線よI;6mm乃至

ISmm下方（即も先端に近

き方） !IL設けられたもの

が最も多く、此の距離の

最小のものは僅か民2mm

最大のものは r8mmで、あ

る。叉札幌郊外国山に於

て同年5月30日及び6月8

日広採集したイタャの若

枝に造られた搭霊では裁

断線より5mm内至18mm

のもの最も多〈、その距

Fig. 1. 
~ Fプトチヨヅキ官 Chokkirius1・ostiの捺鐙

ぐメイゲッカへ'7") ( ! ) o 裁断線

離の最大のものは 2jmmを距って居tzo
往々二重若しくは三重の裁断線及小孔を有する搭盤を見るが、か》る場

令にもその搭箆には常に一個の卵が産下されて居る1：：けであった。此は恐ら
く初めに一匹の雌が裁断線のみを若しくは載断線と小孔のみを設け産卵せすも

iこ去った枝氏後に他の雌が来て新たに裁断線を設け、小室を遣h産卵して完
全なる搭宣言したものであらう。裁断線を明かじ認め得るが小孔を認め得な

いもの、又は肢に小室まで設けてあるがその中に卵を産下してなし、揺盤等も

少な〈なl.'0挿国3に於ては二個の裁断線。， d さ一個の小孔6を認めるニご

が出来る。

完成された小室の大きは惰園若し〈は長惰固形を墨し、径Imm乃至 1.5

mm、長さ I・Smm乃至2.5mm位である（挿園2A）。枝が細い場合民は側壁は

極めτ薄〈、僅かに表皮一枚の場合もあるが、太い場合にはそれ!IL相臆ιて
側壁も厚〈なる。小室が一定の大喜氏蹟げられるさ充分に内墜を滑かtこした
後民体の位置をかへ、尾端を小孔lこあて、室内氏ー卵を納ある（挿園 2A）。

産卵がすむご再び体の位置を換へ、卵の位置を検し、始め!IL穿？とれた小
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孔を粘液を以て閉塞する。

かくしτ完成せる搭箆は母議院依つては地上に切落されることなれそ
の部分の若い枝は一見何等かの外障庇因って折られて垂下して居るかの様に

見える。卵は外部からは金（見えないo小室の存在する個所は小孔を閉塞す

．、一

.. -

也f

（除
Fig. 2. 

シ’プトチョッキ， Chokkir£m

1'ostiの捺盤 ぐ繍大J

A 縦断面 e 卵．
Fig. 3. 

シPプトチョッキ， Chokkirius1-ostiの格盤

Cメイゲッカヘヂ〉 （~） a,o!裁断線品産卵孔

る錫庇塗られ？と勲肢の粘液塊の存在によって漸ぐ認め得る。その部分を日：地’

![c:透して見るさ小室の形を淡｛認めることが出来る。

母最は搭鑑を完成してしまふさ共の場を去って再び顧みない。放置せら

れた搭盤は基部ご連絡する細い表皮が乾燥萎縮する矯めに、その部分が切れ

て敷日の後には地上に横はる。

搭霊が乾燥して来る芭卵を納めて居る部分のみが高〈膨起して来るのマ

その部分は容易に認めるこさが出来る。

揺箪が遺られるのは若い枝のみ民止まらすも、私が札幌郊外国山氏於て19・

28午6月上旬広観察した際院はイタャの太い葉柄広造られたものを多数民見

花。特民間山山頂に於りるイタヤは被害最も著しぐ、若い枝吉生育した葉の

太い葉柄の大半が切b取られて居ftoカ当、る現象は恐らぐ日光のよ（あたる
山頂に多数に集ったジ9プトチョッキ 9（ジ9プトチョッキ 9は趨光性を有す



KONO: UEBER 2 NEUE GATTVNGEN VON RHYNCHJTIN.EN 127 

る）が始めは技を切断して搭笠を遭って居？とが、次第~t.若い枝を切断し轟し

その不足の分を太い葉柄を以て代用し？と矯め起ったものさ思はれる。

ジ9プトチヨ少キリは多くの場合に群居して居。、一本の木に多載の雌

雄を見るのが普通で車濁に居るのは稀である。 E WASMANN氏は R砂町・!tites 

sericeus, R. pubescens, R. betulae ( =Dφoraus betulae）につき同様の事貨を認

め同氏著Trichterwickler(I 884）第r91頁に，，Sofanden wir z. B. im Mai einige 

junge Birl王enoder Buchen, anfangs Juni einen Erlenstrauch, zahlreich mit arbei-

tenclen Trichterwicklern (Rん.betulae) besetzt, wahrend die benachbarten S仕忌u-

cher derselben Art leer standen. Vielleicht hat auch bei diesen Kunstinstink-

ten der Nachahmungstrieb eine wenn gleich sehr untergeordnete Rolle zu spielen. 

Der bedeutende Einfluss dieses Triebes bei den Instinkten der geselligen Bienen, 

Wespen und Ameisen, namentlich beim Schwarmen der Bienen, ist eine all-

bekannte Thatsache.“さ記述して居るが果してチョッキ 9類tこ摸械性があるも

のかざうかは未t：：確貨には謹明されて居ない。
私が飼育箱内に於て観察したジ 9プトイクピチョッキ 9の雄は何れも搭

盤製作の仕事ire.益々従事せ十数日の後tこは線ての雌雄が死滅するのを常ざし

？とo

2. 卵

卵は長惰固形を呈して居。、その産下される小室の大きょ hもや、小さ
く、色は白色でや》透明である。

3.幼轟

卵よ bは数日の後ι乳白色の小形の幼畠が癖化する。幼識は頭部を上方
民向りて居る場合（裁断線の方へ）も下方に向けて居る場合（搭置の先端の方）

もある。

解化した幼最は先づ室の側壁よ O食し：始め夏らに上下何れかの方向に搭

筆の外皮のみを捜して食しっ、移動して行く。此の方向は始め庇頭の向いて

居？と方向吉一致するものらしい私の観察したものでは大部分下方（却も若

い棺の先端の方）に向って進んで居t~ 。

私が1928年6月8日に手稲山より持も撮った搭盤（その日広造られたもの〉

敷個を日日後（同月訪日）民開いて見？と時仁は幼識は既に 3乃至4mmk達し

て居。揺盤の内部は大学食ひ謹され、その部分は？と v、外皮のみが原形を保つ
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τ居？とo
幼識の体は細長い固筒肢を墨し、頭部は淡褐色を呈じ、胸腹部は十二節

よbなり乳白色を呈して居る。胸脚は退化して全（消滅して居る。第一胸節
の背板はや、硬化して滑炉マゐるが、第二胸節背板よ 0第八腹節背板に到る
各節の背板は各深い横敏を有し、前後雨背板に分れて居る。第二胸節背板よ

h第五腹節背板迄の七節の各前背板は中央部高ま hその隆起の中央後方は少
しく凹んで居る。第一J腹節背板よ b第七腹節背板迄の各前背板はその雨側に
各一個宛の抗肢隆起を具へ、その施状隆起は各一個の斜後方に曲れる疎肢突

起を具へて居る（挿園4）。か、る疎肢突起

を有するものはチョッキ YE科の他属の幼

議院は未Tご知られて居ない。
Fig. 4・ 成熟し？と幼轟は六月下旬よ b七月上旬

シ事プトチヨ神甲 Chokkirius1-osti- 頃J;:に土中に入b塾居する。私の飼育した
の幼識の第三暖節〈背面〉く讃大〉

ものでは七月五日比土中氏入ったものが最

後であった。

III. スヂハマキチョッキリ属 Tαt・wαnobyctiscusn. g.の記載

象鼻品科 Curculionidaeチョッキ 9fill:科 Rltyndzitinaeに嵐し、 J、マキチョ

ッキ 9属旦yctiscusTHOMSON K最も近い。

体は金属先揮を有す。頭部は前方細ま h、複眼は頭部前方の側方にゐり
殆んど突出せ-t・。口吻は J、マキチョッキ Y属¢其れ民似、先端に二個の歯肢

突起を有し、雄にあ bては下面前端の雨側は銃（突出す。燭角は口吻中央の

直前若しくはや、前方より出で十一節よ bなる。柄節tj短かく第一鞭節ごほ

ぼ同民。胸背板は側方聞く、雄にありては強大にして側面に各一個の前方に

向へる疎放突起を有するも雌は此を換し稜肢部は横に長き矩形を呈し、幅

のきょ 0少しく短かし。麹鞘は上方よ b見るさきはや、長き四角形を呈し、明
かなる勲刻列を具ふ。尾節板を露出す。後肢基節は側方第一腹節の伸出部の

下氏程れ後胸側板に達せすもO

J、マキチョッキY属 ByctiscusTHOMSON ~の主要なる相違黙は嫡角が口

吻の中央の直前若し〈はそのや、前方よ h出て居るこさ（Byctiscus l二あって

は中央若しくは共のや、後方よ b出て居る〉、稜服部が幅のきょ b少し〈短い
こ三（Byctiscusにあっては少（さも幅のきの長さをと有す｝、麹鞘広明かなる黙

刻列を有し、幅慶き問室を有するこさ（弓yctiscusにあっては勲費jを密布する
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か、無裁の黙~J列を有す）等マゐる。

Typus: アヲρ マヂヨツキ 9・ Byct:"scus p.n1ici AuRrvILLIUS〔N.Arch. Mus. 

Paris (3), iii, p. 207 (1892）〕。

Ryctiscus pavieiは AURIVILUUS氏に依 ly Laos産の標本によ h詑載せら
れた種類であるが、 Voss氏は此を憂轡〔Arch.f. Naturg;, A; 87, II, p. 184 

( 192 I）〕より報告し、更民同地よ b同種の麓異型 tmarina Voss （前出文献 p.

285）を記載した。命此の新嵐広はスヂJ、？キチョッキ Y弓yctiscusfonnosanus ・ 

Voss [Arch, f. Naturg,. A, 87, 11, p. 285 (1921刀が属する。

アヲ J、マキチョッキリ pavieiAuRIVILLIL'Sの搭箪袈作法は高橋良一氏〔東

動雑、 xxxx,p. 202, f. 8 ( 1928）〕によって報告せられた。氏は『巣はノプ
ドク防tisルteropliy仰の新l.,I,、葉に作られ、一個の菓は一枚の葉から成り立

って居る。葉は裏面を内にして先端よ b基部氏向って捲かれる。葉柄の先端

tこ近（傷がつけられ毛から、葉は杢〈枯れるが地上に落下しない。長3約40-

4Smmある』ご連ィて居られるがか、る揺箆製作法をなすものは生活史既知

のρ マキチョッキ 9類には杢〈見嘗らない。郎もチョッヨFY亜科Rhynehi仰 ae
の昆最で葉を捲いて搭盤を遺る習性を有するもので生活史の既知のものは、

此のアヲ J、マキチョッキ Y を除いては、何れも葉を縦に即も中肋が搭盤の縦

軸となる模区一方の葉縁よ 0他側の葉縁へ捲いて行〈のである。
Voss, E.氏は〔Stett.Ent. Zeit., 87, i, p・7( 1926）〕オトジプミ類さチョ

ッキ 9類の産卵習生の相異t二関して，，Alswichtigste Feststellung erscheint mir 

die nach biologischen Gesichtpunkten vorgenommene Abgrenzung der Rhinclii司

tinen von den Attelabinen. Es gehoren hiernach die Attelabi・nenund Apoderinen 

zu den Querrollern; im Gegensatz zu den blattrollenden Arten der Rhinchitinen, 

die dep. Uingsrollern angehるren. ＼九f品hrendbei den letzteren die Blattmittelrippe 

der ideellen Achse der Rolle gleichgerichtet ist, bildet bei den Querrollern im 

Gegensatz dazu die Blattmittelrippe den Oberrand der Blattrolle, ist also quer zur 

ideellen Achse aufgerollt.“ご逮ぺて居るがか、る方則は高橋氏のアア J、マキ

チョッキ 9の観察院ょっτ訂正を要するこさになった。
かくの如〈アヲ J、マキチョッキ Yは外部形態のみならず措置製作法に於

ても Byctiscus属さは異った特性を備へて居るこ Eは注目庇値する。

向Voss氏の皐げ比オトジプミ類の揺箪の特徴も杢的般のものではない。

却も同氏は上に引用せる文中にある如〈『オトジプミ類の揺箪民於ては葉の

中肋が上底を形遣って居る Jl~述ぺて居るが、 JVPオトシプミ Euopspunctato-

ー
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striata MOTSCHULSKY llC.闘する DJUKIN氏の観察〔RevueRusse Entomologie, 

XV, 3, p. 4II, f, 19 (1915）〕、及び私が観察し？と同種の地方型 f.aceri K(jNo 

〔束、動雑、 XXXVIII,pp・222-223,f. 5 (1926）；札、農林、 89,PP・ 664-665, 

f. 6 (1928）〕 lこ於てはその搭鑑の上底の外線は裁断線によって形造られ、中

肋によって縁ざられて居ることはない。

IV. 本邦に産するチョッキリE科 Rhynchitinae各麗の

外部形態並びに搭藍製作法に闘する考察

本邦領土内に産するチョッキ 9亜科の属は衣の二族十三麗である。

Tribus Rhynchitiniチョッキリ族

I. Aspido砂ctiscusSCHILSKY ( l 90 3) シJ、J、マキチョッキ 9麗

2. Byctiscus THOMSON (1865) J、？キチョッキ 9麗

3. Tαi切α陶•byetisα'JS KC>NO スヂノ、マキチョッキ Y属

4・ListroぞyctiscusVoss (1923) チピチョッキ 9属

5. RhyneんitesHERBST (I 797) ナシチョッキ 9属

6. Aderorhinus SHARP ( l 889) ヒグナガチョッキ 9属

7. Eugnamptus ScHδNHERR (1839) ホ Yチョッキヲ属

8. R砂町んitobiusKoNo (1928) ヒメチヨクキY属

9・Para必アorausKC>No (1927) ヤドカ 9チョッキ 9属

Io. σzokkirius KoNo 事〆 9プトチヨクキ 9属

II. Deporaus SAMOUELLE ( 1 8 I 9) イクピチヨyキ9属

12. Neodeporaus KC>No ( 1928) 毛、プトチヨクキタ属

Tribus A.uletiniサメハタチョッキリ族

13・AuletobiusDESBROCHERS ( 1868 / 69) サメ J、ダチヨyキ9属

以下此等各局の形態撃的匡別並びl[C産卵膏性の主要なる特長を筒草民連

ぐる。

A.外部形態

RわinchitiniR属するものは尾節板を露出し、麹鞘は規則正しき黙刻列を

有するが（稀に Bye前cus 属の如ぐ不規則なる勲刻列を密布するものあ~ ) ... 
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Auletini qr:於ては尾節板は常に麹鞘、に覆はれ、麹輸は普通不規則なる勲j!Jを

有する（稀lit勲刻が列肢に配列するものもあ b）。
Auletiniの麗で本邦に産するのは Auletobius属のみマある。本邦よ hROE-

LOFS氏（1874）及び SHARP氏（1889）によって Auletus芭して詑戴せられ

た種頼は Voss氏（1922）に依って伺れも Auletobz'us属に編入せられた。私も

同氏に従ふ。

Rhynchz'tz"nz' t：二麗する 12昆中、強めの必戸'dobyctz'scus,Bycti'scus, Taz'wano-

宅yctiscus及び Lzstro今1ctzscusの困層は後肢基節が側方に於て第一腹節の伸出部

仁よって覆はれ、後胸後側板に遣して居ない。口吻は一般に比較的長（力強

旬、。雄は常民胸背板側方下方に線放或は庇肢の突起を具へて居る。然るに他

の八属庇於ては後肢基節は明らか院後胸後側板tこ遣し、雄の掬背板側方Uと突

起を有するものは唯R砂nchz"tes麗の一部のもの庇限られて居る。此等四属中

最初の三属は後肢基節が後胸後側板よ bか1.l:hの距離を距て、居るが Lか
b叫yctzscus属では僅か庇離れて居るのみで此の黙では向島は R勿nchz'tes麗に

近接して居るoA伊z'do砂c均C附属は胸背板背面が細かに鍛肢をなし、稜肢部の
幅が長さの約三倍あh、麹鞘は鍛肢の勲3舗の外に1］、溝肢の帯j!Jの現lを有する。
砂ι均 cus属芭 Taz'wa仰毛yctz'sc仰の特徴は陵l二連ぺ？と。

此等の四属及び Rhynchites,Aderorhz'nus, Eugnamptusの諸属は尾節板の

みを露出し、極めて稀にその直前の腹節背板のー小部分を露はすものがある

が、私の五車問。nchz"tobius,Paradepora：悩， Cho泌 rz'us,Depora•悩， Neodepora悩

tこ於ては少〈芭も尾節板及びその直前の腹節背板の一部分を明かに露出して

居る。

Rhynchites, Aderor/z;切us,Bug間協会加の三車をみるでこ、 R句椛kites車ロ甲車

角球梓部が短〈太〈、蜘節は短〈頭部後方は首肢に経れて居らず、口吻は多

様であるが一般院長〈先端に向ってあまり幅虞くなって居ない。 Eugnampt附

属は後方が首般民溢れた頭部、大なる複眼、著し〈延長した鯛角の球梓部、細

長な体、狭長な附節等院依って特徴づりられて居るoAderorhz'nus属は R砂n-

chz'tesさEugnamptusさの中間に位し、頭部後方は著しき首肢を曇せ今、附節

は Eugnampt郎氏於ける程陪延長せず、鯛角の球梓部は Eugnamptus同様甚

7ざし〈延長して居る。口吻は Aderorhinus,Eugnmψtus共区比較的短（断面
は幅庚い。

E玉、の玉恵Rhy舵 hz'tobius,Paiγ叫抑制， Chokkziγius,De抑制， Neode抑制

は鯛角¢構造民於て Rhynchites属に近（、球梓部は短かいが、頭部が後方に
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於て首肢に経れて居る黙は Eugnamp加属lこ似て居る。此等五属の中でR毛yn-

c!zitobius属は外形 R毛ynchz・tes属に最も近〈、複眼は竿球肢を呈し、蹴節は太

〈支ぜいが、口吻は比較的短〈、その断面は Aderorh!"nus,Eugnamptus雨嵐広

於ける如（幅虞い、趨鞘は稜肢部の後方に於て不規則なる黙刻を有し、尾節

板の外広その直前の背板をf雄では僅かIF:雌では大部分〉露出レτ居る。共の
他の四属 Paradeporaus，αokkirius,Dφoraus, 1Veodeporaus に於ては（R.砂nchites,
Aderorhinus, Eugnamptus lこ於ても同様）麹輸の勲費l列は稜肢部の後方氏於て
も規則正しい。

ChDkkirius l:: P,仰のorausは互に近接した属マ共に体倒卵形を呈し、雄ぞ
は尾節板ごその直前の腹節背板の一部どを露出するのみであるが雌に於ては

此等二節の外に更民その直前の腹節背板の一部を露出し、雌の口吻の基部の

断面は固形を呈し、前者では口吻の基部複眼の直前に毛塊を有し側方に突出

物はなνが、後者では基部に毛塊を快き且つ雄の口吻の雨側胸角基部の直下

院側方ι突出せる舌蹴突出物を有する。此の Paraゐ?foraus属の雄の口吻の特
徴ば杢〈縄特のもので未Tご他のチョyキ9類には知られτ居ない。雨属共に
複眼は小さく竿球肢をなして突出し、後肢附節の第一節は次のニ節を合した

るものごほ~同長である。

Dφoraus及び Neodeporausの二届は雌雄共広尾節板及びその直前の腹節

背板の外に更に他の一節の背板の一部を露出し（但例外ごしてD.mannerheimi 

HuMELの如〈雄では尾節板三その直前の背板の一部のみを露出するこさる

9 1，口吻の構造は Aderorhinus,Eugnamptus, Rh nchitobiusの諸属の様に比較

的短〈、断面は常に幅嘆い。 Dヂ刀’ausの体ほ一般に細長〈、附節は狭長守、

複眼大きく Eugnampt叫に似た特徴が多いが稀に D.betulae LINNEの如〈体

倒卵形を呈し、附節も短〈太いものがある。

ルodeporaus屈は著しく費達した後肢腿節を有するこど（跳躍肢）、後肢

腿節下面に先端氏近〈二個の小疎肢突起を有するこさ、後肢腔節がや、弓曲

せること等により Deporaus 属ご匝別出来る。後肢腿節 ~t.疎肢突起を有ずる

ものはチョッキ 9亜科の中で、は此の属が知られて居るのみである。

B.揺藍製作法

dザイdo毛yctiscus及ぴ旦yctisc仰の二属は同様の方法で搭藍を製作し、雌は

I）私が以前に俊表しれ Pm’'fl(ん'f'Jraus腐の記載中腹節背板に閥する部分は、InsectaMatsumurana, 

II，宮， p.6o (1927）及び東京動物準雑誌、 xxxx,p・42( 1928）に挙げれ言己主Eでは雄のみの特徴であm、
Insecta Matsumurana II, 4, p. 177 (1928）に事げれ記載では峰のみの特徴である。
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葉を捲いてその中に産卵する。葉に裁断線を造るものはなく一葉の全部若し

くは敷葉乃至敷十葉を捲いて一個の揺笠ざする。その場合常広葉のー側の葉

縁よ b捲き始められ中肋は揺笠の縦軸の方向を示して居る。一葉を捲いて搭

重量を造るものにはプドク J、マキチヨ yキリ dザzdo毛yctiscuslacunipemむ｝EKEL,

宅ycti'scuspopulz LINN乏があれ大形の葉の場合院は一葉を小形の葉の場合に

は敷葉を用ふるものに宅yctisc弘sbetulae LTNN立があり、常に多数の葉を捲く

ものにはドロ J、？キチヨyキ9宅yctzscusc01伊 zerJ~KEL，同種の鑓異型 E prin-

cφs SOLS KY，サメ J、グJ、？キチヨ少キ YB. rugoszσGEBLER, -1タヤ J、7 キチ

ヨyキヲ B.venustus PASCOE等がある。

Taiwanoぞyctz'scustこ属するこ種中生活史の知られて居るのはアヲ J、マキチ

ヨヅキ y T. paviei AuRrvrLLJUS であるが、此の障は前述の如く葉を先端より

上方氏捲き上げて搭笠を造り、裁断線を設げず、搭笠は一葉全部よ 0なら。
かく葉を下方よ 0上方へ捲き上げるものは他のチヨァキ Yで生活史蹴知のも
のには杢〈見嘗らない。

Listro宅yctiscusの生活史は不明であるが体の構造が前詑三属に近く口吻の

構造も似て居るから（口吻の構造は産卵習生ご密接なる関係主有する）多分捧

葉して揺鑑を造るものであらうさ思はれる。

R毛y町ゑites属の搭笠製作法は多様で（口吻の構造も盤化が多いがん呆賃

収穴をあけて産卵するもの、葉の中肋に穿孔して卵を産むもの、芽に産卵す

るもの、若い枝に産卵するもの等あるが、共通の性質吉見る可きことは必ず

孔を穿もその中に卵を産卵することである。果賃Uと産卵するものにはナシチ

ョッキ 9Rlzy11chites heros ROELOFSチョウセシチヨ少キ 9 R. koreanus Kfmo, 

毛、チョ yキリ R.δacc.んusLINN孟，ヤマナシチョ yキPR. cupreus LINN企，向

精の襲異型 f.jJU1アureo-z山laceaVoss, R. auratus ScoPOLI, R. aeタuatusLnrnf:, 

R. giganteus KRYNICKI, R. r必erFAIRt.加問（cribripenni'sDESBROCHERS), R. biw!or 

FA8RICIUS等が代表的のものである。葉肋に産卵するものに R.pau.xillus Gは－

MARI), R.かたゆunctatusSTEPHENS (alliariae I、AYKULL）があり、若い枝、茅等

tと産卵するものに R.pubescms FABRJCIUS (cabjfr.Jns GYLLENHAL), R con’uleus 
DEGEER (conicus lLLIGER）等がゐる。

Eugnamptus屈の種類で生活史の知られて居るものは本邦にはないが

I) R. paux品目 GERMARは E.WASMANN氏は（Trichterwickler,p. 223, 1884) Triebbohrerな

りさ記して梼ろが.E. SCHMIDT氏（Zeitschr.f. wiss. Ins. Biol円gie,XIX, pp. 187-190, 1924）によれ

1:0艇の中肋に裏面より穿孔して産卵するものである。
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FLE.TCHER氏が E.mirgina~us PASCOE〔S3meS:mth Indian Insects, p. 329 (1914）〕

Uとついて観察したものによるさ葉の基部氏近〈裁断線を設け（南側より中肋

迄）その裁断線以下の部分の裏面に中肋に沿ひ数個慮に一個宛の卵を産下ず

る。葉を捲くことはない。

Ad》rorlzinus属の生活史は未知でゐるが口吻の構造!J>Eugnamptus属に最

もよく似て居るわら向島ご近似の産卵習性を有するものご思はれる。

R砂nchitobius属はヒメチヨyヨr, R. tristzs F ABRICIUS一穂区よって代表

されてゐる。同種は外見は Rめ111c!zites属に似て居るが産卵習性は Depor.ws

と共通性を有する。此の種類は FABRIC!US氏に依bAttelabus trzstis (1794）ご

して費表され後 GERMAR氏（1833）によ 9Rhynch:'tes 属 ~t.入れられたが FAUST
氏は D伊oraus属に移し、後 SHARP氏（1889）民依り耳ぴ R砂nc!z£tes属lこ入

れられた。 SCHILSKY氏（1903）は D:porausを Rlzynchitesの亜局芭しτ認め
Rlzynchites ・ (D伊oraus)tris的ごして取b扱って居る。 E.Voss氏（1922）ば産

卵習性が Rhynclzites麗とは全く異bDヂora us属ご似て居るニさに依b後者

Uζ属するものとした。然し私（1928）は同種が体の構造に於て濁特の特長を有

するこ芭を認め新属 Rhynchitobiusを新設した。葉にー側よ b裁断線を設けそ

れ以下の部分を縦に捲いて搭箆を造る捲葉者でゐる0

CJzokkirzus 属は院に述~t"C.如〈シ 9 プトチヨ y ヨF ') C rosti SCHILSKYに

よって代表せられ、外見は R毛ynchitesよbも Deporausに近いが産卵習性は

Rhync!zites k近い。即も若い枝若しくは太い葉柄を搭鑑乏し此庇穿孔して産

卵する。

産卵習性と相侯って（体の構造の外見に反して） Rhy町 hitobiusの口吻の

構造が Deporauslこ似、 αokkzriusの口吻が Rめme!tite s uz:似て居るのは、口
吻の構造さ産卵習性ごの関連を物語るものである。

Parad.ザora us属lこはヤドカ 9チヨ少キ ＇） P. paras£ticus KoNo一種が知ら

れて居るのみである。此の種類は既仁揺盤製作の本能を失ひ、イタヤ J、7 キ

チヨァキ 9宅yctiscusvenus加 PASCOE の搭堂氏産卵し、幼識はその寄主の接

盤の！な部を食して生長する。此句麗は外部形態がαokkirius属lこ最も近CH.
その食する植物も共通でゐるから此れよ b分れたものさ思はれる。私は翼民
ジ Yアトチヨ yキ＇） Chokkirius rosti SCHILSKY が未t:• Depora仰さして取扱は

れて店－ ！）且その生活史が不明であった鋳に、東京動物皐雑誌 xxxx,p. 44 
(19~8）には『ヤ J.＇カ 9 チヨアキ 9 属は形態皐的に Deporaus 属より分化せる

ものご思はれるが、 Depon1us麗の種類で生活史の既知のものは何れも葉を捲
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いてその中に産卵する揺鑑製作者であるから、恐らく本種も葉を捲いて搭盤

を造る本能を有して居たものが、何等かの機曾に他種の搭盤に寄生的生活を

管む様になり、本来の揺笠製作の本能を失ったものであちろcJご遮ベ？とが
此は多分謀。であって、雌の口吻の構造を見ても αokkiriusの如〈穿孔して
産卵する習性を有するものよ b分れたものと信守らる。因みbてか、る容生的

生活を管むものは他のチョッキヲ類には知られて居ない。

Deporaus扇は Voss氏〔Deutsch.Ent. Zeitschr. pp. 335-337 (1923）〕が

述べて居る知〈、葉に雨側よ 0裁断線を設げてそれ以下の部分を縦に捲いて
搭霊を造る捲葉者である。代表的のものはカバイクピチョッキ ＇） D. betulae 

L!N'.'<E ~コナライグピチヨ少キリ D unグormゐROELOFSの二積であって、前

種マは裁断線は ω 形の曲線を書くが、後種で、は直線若しくは中肋上のー黙
（稀K太＼｛、葉肋が中肋に代るこさがある〉を頂黙とする鈍角をなす。

Rhynピh佐spacatus FAUST〔De，比scheEnt. Zeitschr. XXVI, p. 285 (1882）〕

は SCHILS口氏［K託 Eur.XXXX, 18 (1903）〕は Dφora usにλれて居るが此

の梧は DJUKIN氏〔RevueRusse Entomologie, XV, 3, p. 410, f. 18 (1915）〕に

依るミジ9プトチヨァキ ＇） ~ 同様の方法マ若い枝氏搭盤を造る。然し FAUST氏

の原詑載にも SCHILSKY氏の詑載にも口吻の構造に関する精細な記述がなく

私l士一頭の標本をも持たないので本種がざの属に入る可きものが剣らない0・

ルodeporaus届の生活史は未知で、あるが口吻の構造がDψora附属吉一致

して居るから恐らく同局芭近似の揺霊製作をなすものマゐらう。

Auletobius属の生活史も不明で、あも。

格。 lこ雌の口吻の構造2その揺笠製作法さの関係を総括して見ると、As-
pido宅yctiscus,Byctiscus，訪ね仰0わIC出cus等の如く比較的太〈長〈先端の幅康

〈なった口吻を有するものが葉に裁断線を設けず此を捲いて揺箪を造る捲葉

者であ b、R砂町んよ＇tes，αokk:'riusの如〈日吻が細長く先端のゐまり幅庚くな
いものが穿孔してそのhに卵を蔵め、 E’ψzamptus,Rltyndzitobius, Deporaus等
の撲に口吻の短〈て幅庚いものが葉に裁断線を設けてそれ以下の部分仁産卵

する搭笠製作者でゐるこどが剣る。葉に裁断線を設け甚だ巧妙に葉を捲tt、て

揺箪を造るオトシプミ類に於ては口吻は甚だ短く頑健である。かくの如く口

吻の構造さ産卵習性さは甚だ宮接な関係を有するものであるからそのーを知

っτ他を大体類推するこさが出来る 01)

1) 欧洲産のチヨヅキリ類数種の口吻の構造k~卵習性さの関係については E. WASMANN氏が

同氏著 Trichterwickler(1884）巾に精逃してゐる。



136 河野ーチョッキリ!ill科のこ新嵐並びにその生活Eたに就いて

RESUME 

Gattung Ohokki'l'ius n. g. 

Kοrper verkehrt eifOrmig. Kopf hinten deutlich halsartig verschm品lert;

Stirn zwischen den Augen breit; Augen halbkugelich hervorstehend. Russel 

beim Weibchen ziemlich schmal, an der Basis stielrund, vorn etwas verbreitert, 

etwas gebogen, dicht vor den Augen mit einem Haargiirtel, welcher aus l孟n-

gercn, dicht stehenden Harchen bestehend ; beim Mannchen ziemlich kiirzer, 

breiter, vorn spatelformig verbreitert, die Hiirchen an der Basis kiirzer und 

sparlicher. Fiihler nicht gekniet, I 1-gliederig; Keule etwas losegegliedert. 

Halsschild an den Seiten gerundet. Schildchen klein, fast rechteckig. Fliigel岨

decken viel breiter als das Halsschikl, hinten verbreitert, an der Spitze einzeln 

abgerundet, die Punktstreifen regelmassig, der Rand『 und・ vorletzte Punktstreifen 

nicht abgekiirzt; beim :vlannchen ausser dem Pygidium nur ein Dorsalsegment 

sichtbar, beim Weibchen aber z. 

Diese Gattung steht der Gattung Parat旬。＇YausKoN01) sehr nahe, von ihr 

jedoch <lurch den Bau des Riissels und <las schm込lereHalsschild verschieden. 

Genotypus : Rhy釘・hites(D伊oraus)Rosti Sc即日KY2)

Biologie: Chokkirius rosti ist ein Zweigbohrer. Der・ Kafer fliegt von Mai 

bis Juli. Das Weibchen schneidet den jungen Zweig oder Blattstiel von Acer-

Arten, z. B. Acer pie却m,A. Mayri, A. palmatum, A. j'aponicum, und A. uku-

rutulense, fast ganz durch (Fig. I und 3), dann bohrt es sich in ein Loch, in 

dem es ein Ei legt (Fig. z). Die Larve verlasst die Brutst品tte,wenn sie reif 

ist, und verpuppt sich in der Erde. 

Gattung Tαiwαnobyctiscus n. g. 

Farbung metallisch. Kopf nach vorn gleichmassig verschm込lert;Augen 

kaum hervorstehend. Russel ziemlich lang, aber kraftig, an der Spitze zwei-

spitzig. Fiihler mehr oder weniger vor der Mitte des Riissels eingelenkt, nicht 

gekniet, I r-griederig. Schaft und das erste Geisselglied fast gleich lang, das 

I) Ins. Mats., II, p. 60 (1927）・

2) KaιEur., XXXXII, 79 (19ロ6).
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7te Geisselglied stark quer. Halsschild seitlich abgerundet, l:>eim Mannchen an 

jeder Seite mit einem nach vorn ge巾htetenDorn, beim Weibchen ohne solche. 

Schildchen quer, kiirzer als halb der Breite. Fliigeldecken mit ziemlich regel-

mas~igen, normalen Punktstreifen und deutlichen Zwischenraume. Pygidium 

合d. Hinterhiiften erreichen nicht die Episternen der Hinterbrust. 

Diese Gattung ist verwandt mit der Gattung宅yctiscusTHOMSON1', unter-

scheidet sich von dieser aber <lurch die Fiihlereinlenkungsstelle, das kiirzere 

Schildchen und die ziemlich regelmassigen, normalen Punktstreifen der Fliigel-

deck en. 

Genotypus：砂ctiscuspaviei AURIVILLIUs2' 

Zu dieser Gattung geh釘tnoch eine Art ：宅yctiscusformosanus Voss3' 

Biologie : Taiwano毛yctiscuspaviei ist, nach Herrn R. TAKAHASHIρ，ein 

Blattwickler. Das Weibchen rollt ein Blatt von Vitis heterophylla von der Spitze 

nach oben, bis auf die Basis, auf. 

1) Sk. Col •. VII, p. 29 (1865) 
2) N. Arch. Mus. Paris (3), iii, p. 207 (1892）・
3) Arch. f. Naturg., A, 87, n, p. 285 (1921）・
+) Dobutsugaku Zasshi, Tokio, XXXX, p. 202, f. 8 (1928). 

． 


